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●新任医師のご紹介 

●金子副院長が深谷ナンバーワン賞を受賞しました／

　ダヴィンチによる腎盂形成術・膀胱全摘術がスタートしました

●地域医療連携だより

● INFORMATION         
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救急出場時

救急隊員３名が
（救急出場体制を

維持しながら）
当院内で実習

当院内より救急出場
（必要に応じて医師も同乗して出場）

119番通報

出場指令

事故・急病人
発生

平常時 令
和
５
年
３
月
１
日
︵
水
︶、
深
谷
市
役
所
で
派
遣
型
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョン
の

設
置
に
関
す
る
協
定
書
締
結
式
が
開
催
さ
れ
、当
院
か
ら
は
伊
藤
院
長
、金
子
副
院
長
、

丸
山
事
務
部
長
の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョン
事
業
は
既
に
県
内
６
施
設
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

北
部
地
域
で
は
初
の
取
組
み
と
な
り
ま
す
。

締
結
式
に
お
い
て
、
伊
藤
院
長
は
「
深
谷
市
消
防
本
部
と
共
同
で
派
遣
型
救
急
ワ
ー

ク
ス
テ
ー
シ
ョン
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
救
命
処
置
の
質
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
双

方
の
連
携
強
化
、
相
互
理
解
が
深
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
事
業
を

通
じ
て
、
当
院
の
、
県
北
部
地
域
の
救
急
医
療
を
守
る
"
最
後
の
砦
"
と
し
て
の
役
割

を
よ
り
一層
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

﹇
派
遣
型
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
﹈

深
谷
市
消
防
本
部
よ
り
派
遣
さ
れ
た
救
急
隊
１
隊
︵
救
急
車
１
台
・
救
急
救
命
士

を
含
め
た
救
急
隊
員
３
名
︶
が
、
平
日
日
勤
帯
︵
現
在
は
週
２
~
３
日
︶、
当
院
内
に

設
置
さ
れ
た
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョン
に
駐
在
し
ま
す
。

多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し
た
場
合
等
の
他
、
医
師
の
同
乗
が
有
用
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

た
場
合
に
は
、
救
急
隊
と
共
に
医
師
も
現
場
に
出
場
し
、
迅
速
か
つ
適
切
な
救
命
処
置

を
開
始
す
る
こ
と
で
救
命
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
出
場
の
無
い
時
間
帯
に
は
、

救
急
隊
は
救
命
セ
ン
タ
ー
で
再
教
育
実
習
を
行
い
、
知
識・技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
右
記
に
示
し
た
運
用
方
法
に
つ
い
て
は
暫
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
本
格
的
な

稼
働
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

119番通報

発生

当院内より救急出場

▲写真左から丸山事務部長、金子副院長、伊藤院長、小島深谷市長、長原副市長、飯野消防長

派遣型救急ワークステーションの設置に関する
協定を締結しました

深谷市消防本部指令課
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今
般
当
院
に
お
い
て
令
和
５
年
４
月
か
ら
Ｗ
Ｓ
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ

は
、
院
内
に
小
さ
な
指
令
室
を
設
け
て
消
防
の
救
急
車
と
救
急
隊
を
１
隊
置
き
、
要

請
が
あ
れ
ば
医
師
同
乗
で
現
場
出
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
混
同
さ

れ
が
ち
だ
が
、
こ
れ
は
病
院
救
急
車
で
医
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
な
ど
が
現
場
出
動

す
る
も
の
で
、
立
場
が
異
な
る
。

院
内
に
い
る
救
急
隊
は
出
動
以
外
で
は
救
急
医
の
業
務
補
助
に
当
た
り
、
救
急
外

来
だ
け
で
な
く
回
診
な
ど
に
も
つ
き
、
こ
れ
は
救
急
隊
の
再
教
育
・
生
涯
教
育
の一端

に
当
た
る
。
救
急
救
命
士
に
は
再
教
育
ポ
イ
ン
ト
が
必
要
で
、
県
北
の
救
命
士
は
残

念
な
が
ら
埼
玉
県
内
で
ポ
イ
ン
ト
が
低
い
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
が
Ｗ
Ｓ
設
置
に
よ
り
改

善
さ
れ
る
。
ま
た
医
師
同
乗
で
現
場
出
動
す
る
こ
と
で
、
傷
病
者
に
よ
り
良
い
医
療

の
提
供
が
期
待
さ
れ
る
。

以
上
２
点
が
Ｗ
Ｓ
の
利
点
に
つい
て
こ
と
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
が
、

私
が
考
え
る
利
点
は
も
う
１
つ
あ
り
、
そ
れ
は
救
急
医
に
現
場
経

験
を
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

病
院
に
搬
送
さ
れ
る
傷
病
者
は
、
救
急
隊
が
観
察
を
行
い
、
情

報
を
整
理
し
て
処
置
の
上
で
搬
送
さ
れ
て
く
る
。
例
え
ば
各
種
自

傷
行
為
に
つ
い
て
、
病
院
で
み
る
も
の
と
現
場
で
は
全
く
異
な
る
。

ど
こ
の
施
設
に
も
救
急
隊
に
観
察
・
処
置
不
足
や
連
絡
不
十
分
な

ど
で
小
言
を
言
っ
た
り
、
そ
れ
を
カ
ル
テ
に
書
く
と
い
う
論
外
の
行

為
を
す
る
医
療
者
が
い
る
。
本
人
は
意
見
や
指
導
の
つ
も
り
だ
ろ

う
が
、
多
く
は
現
場
を
知
ら
な
い
か
現
場
経
験
不
足
に
よ
り
生
じ

る
文
句
に
過
ぎ
な
い
。
救
急
医
は
災
害
等
だ
け
で
な
く
一
般
の
現

場
を
十
分
に
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
。

Ｗ
Ｓ
開
設
は
私
が
当
地
に
赴
任
し
た
時
か
ら
構
想
し
、
紆
余
曲

折
あ
り
10
年
を
要
し
た
。
し
か
し
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ

た
だ
け
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
不
十
分
と
感
じ
る
。
稼
働
時
間

は
最
低
で
も
平
日
日
勤
帯
全
て
を
考
え
て
い
た
が
、
先
方
の
都
合

で
と
り
あ
え
ず
週
２
日
程
度
し
か
実
現
し
え
ず
、
こ
れ
で
は
救
急

隊
の
再
教
育
、
質
の
高
い
医
療
の
提
供
、
救
急
医
の
現
場
経
験
と

い
う
３
本
柱
の
う
ち
再
教
育
に
し
か
功
を
奏
さ
な
い
。
ま
た
消
防

に
は
地
域
の
壁
が
あ
り
、
比
較
的
遠
方
の
寄
居
の
山
中
に
は
出
動

す
る
が
直
近
の
籠
原
駅
に
は
出
動
で
き
な
い
な
ど
の
矛
盾
も
あ
る
。

今
後
、
検
討
・
改
善
を
し
つ
つ
、
よ
り
良
い
救
急
医
療
の
提
供
を

目
指
し
た
い
。

年
々
救
急
需
要
が
増
加
す
る
中
、
救
急
救

命
士
等
の
教
育
体
制
を
拡
充
す
る
た
め
、
県

北
部
初
と
な
る
「
派
遣
型
救
急
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
の
設
置
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。

救
急
隊
が
出
場
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、

医
師
の
指
導
に
よ
る
実
習
を
行
う
た
め
、
救

急
隊
員
の
知
識
、
技
術
が
向
上
し
、
救
急
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
強
化
が
図
ら
れ
、
市
民
へ
よ
り
質

の
高
い
救
急
医
療
が
提
供
可
能
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
医
師
が
救
急
車
に

同
乗
す
る
こ
と
も
可
能
な
た
め
、
病
院
側
に

も
救
急
現
場
の
臨
場
感
等
が
伝
わ
る
の
と
同

時
に
、
相
互
の
見
え
な
か
っ
た
部
分
が
見
え
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
の
連
携
強
化

に
繋
が
る
ほ
か
、
大
規
模
災
害
時
な
ど
で
は
、

病
院
側
と
よ
り
連
携
し
た
災
害
活
動
が
行
え

る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
安
全
な
生

活
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
医
療
機
関
と
の

連
携
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

▲締結式の様子

◀小島深谷市長

▼伊藤院長

派遣型救急ワークステーション（WS）
開設にあたって

深谷市消防本部
消防長　飯野 勇人

深谷赤十字病院
副院長・救命救急センター長 金子 直之
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内科
吉田　健吾
出身大学
群馬大学
趣味
音楽鑑賞

内科
山口　智子
出身大学
埼玉医科大学
趣味
水泳

１年振りに戻
ってまいりま
した。深谷の
医療に貢献で
きるよう頑張
ります。

地 域 の 医 療
に少しでも貢
献できるよう、
一生懸命頑張
ります。

抱 負 抱 負

内科
岩井 龍太郎
出身大学
群馬大学
趣味
スポーツ観戦

内科
小森　健吾
出身大学
埼玉医科大学
趣味
テレビ鑑賞

深谷日赤で研修
をし、一度大学
に行きましたが
再び帰って参り
ました。地域医
療に貢献できる
よう頑張ります。

患者様に寄り
添った医療を
心がけていき
ます。

抱 負 抱 負

内科
池田　憲生
出身大学
自治医科大学
趣味
読書、ゲーム（ポケモン）

血液内科
中山　敬太
出身大学
三重大学
趣味
ドラマ

何事にも尽力
させていただ
きます。

一生懸命がん
ばります。

抱 負 抱 負

腎臓内科
林　秀磨
出身大学
自治医科大学
趣味
運動

腎臓内科
林　諒子
出身大学
自治医科大学
趣味
お菓子作り

地 域 の 患 者
様のために、
患者中心の医
療を実施しま
す。

日々精 進し、
患者様中心の
医療を提供し
たいと考えて
います。

抱 負 抱 負

消化器科
長島　有輝
出身大学
千葉大学
趣味
－

消化器科
牛山　叡
出身大学
埼玉医科大学
趣味
フットサル、散歩

よろしくお願
いします。

消化器疾患の
診療の他に、地
域活動としての
予防医療のイ
ベント立案をし
て参りました。

抱 負 抱 負

令和５年度

新任医師のご紹介
令和５年４月に当院に着任した24名の医師・歯科医師を紹介いたします。

皆さまどうぞよろしくお願いいたします。
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小児科
宮川　千弘
出身大学
東北大学
趣味
食べ歩き

外科
八木 翔太郎
出身大学
千葉大学
趣味
ゴルフ、フットサル、ビール

埼玉北部の小
児医療に貢献
できるように
精進して参り
ます。

立派な外科医
になれるよう、
精進します。

抱 負 抱 負

外科
川端　洸斗
出身大学
獨協医科大学
趣味
フットサル、バイク

整形外科
永野　賢一
出身大学
群馬大学
趣味
旅行

早く慣 れて、
少しでも皆様、
患者様のお役
に立てるよう
努めます。

外傷治療が専
門ですが、 脊
椎、人工関節
手術も行ってお
ります。よろし
くお願いします。

抱 負 抱 負

整形外科
茂木　智彦
出身大学
獨協医科大学
趣味
スノーボード、登山

整形外科
加地　卓万
出身大学
群馬大学
趣味
野球

地域医療に貢
献できるよう
がんばります。

日赤勤務は初
めてですが頑
張ります。

抱 負 抱 負

整形外科
西川　和博
出身大学
群馬大学
趣味
キャンプ、ソフトテニス

形成外科
小曽根 琢真
出身大学
東京医科大学
趣味
旅行

妥協せず、今
できることを
精一杯頑張ろ
うと思ってい
ます。

地域医療に貢
献できるよう
に努力します。

抱 負 抱 負

脳神経外科
今井　啓之
出身大学
群馬大学
趣味
筋トレ、キャンプ

泌尿器科
竹下　暢重
出身大学
千葉大学
趣味
スポーツ観戦

埼玉北部の医
療に貢献でき
るよう精進し
ます。

深谷市の医療
に貢献できる
よう頑張りま
す。

抱 負 抱 負

救急診療科
大島　綾乃
出身大学
群馬大学
趣味
編み物、紅茶

救急診療科
斉藤　悠
出身大学
群馬大学
趣味
根付製作

地元の救急医
療に貢献でき
るよう尽力し
たいと思いま
す。

一生懸命がん
ばります。

抱 負 抱 負

歯科口腔外科
吉村　周作
出身大学
福岡歯科大学
趣味
自転車、３Dプリント

歯科口腔外科
野淵　嵩史
出身大学
日本大学
趣味
旅行、テニス

10 年振り、２
度目の深谷日
赤病院となり、
科長として盛
り上げたいと
思います。

地域医療に貢
献できるよう
に頑張ります。

抱 負 抱 負
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１年次

１年次 2年次

初期臨床研修医紹介
深谷日赤
     研修医です！
皆様よろしく
お願い致します。

　今年度は10名（千葉大学か
らのたすき掛け１名を含む）の
臨床研修医が、当院での研修医
生活をスタートさせました。　
ご指導・ご鞭撻のほど、よろし
くお願い致します。

臨床研修プログラム責任者
院長　伊藤 博

川
かわ
澄
すみ
駿
しゅん

久
く
保
ぼ
田
た
祥
しょう
平
へい

住
すみ
本
もと
陸
りく

田
た
島
じま
麻
ま
姫
き

橋
はし
本
もと
真
ま
殊
こと

出身大学　新潟大学
趣味　筋トレ、
　　　スポーツ観戦
抱負
地元の埼玉で研修がで
きることにワクワクして
います。日々感謝を忘
れず真摯に頑張ります。

出身大学　群馬大学
趣味　カラオケ

抱負
一歩一歩成長し、病院
の一員としてしっかりと
励みたいと思います。
ご指導の程よろしくお
願いいたします。

出身大学　新潟大学
趣味　サッカー観戦

抱負
これまでゆかりのなかっ
た深谷の地で医師とし
てのスタートを切ること
になりました。精一杯
がんばります。

出身大学　東京医科大学
趣味　ソフトテニス、
　　　ヨガ
抱負
２年間、一生懸命頑張
ります！

出身大学　群馬大学
趣味　サウナ、ラジオ

抱負
地元埼玉の医療に少し
でも貢献できるよう精
進して参ります。

前
まえ
田
だ
萌
もえ
花
か

山
やま
下
した
薫
かおる

和
わ
田
だ
七
なな み
海 渡

わた
邉
なべ
真
ま
子
こ

茂
もて
木
ぎ
拓
たく
也
や

出身大学　群馬大学
趣味　音楽鑑賞、
　　　料理、温泉旅行
抱負
深谷日赤の一員として
働けることを嬉しく思い
ます。患者さんに寄り
添う医師を目指し、頑
張ります。

出身大学　順天堂大学
趣味　卓球、ピアノ

抱負
１日でも早く病院に貢献
できるよう日々努力して
まいります。御指導宜
しくお願い致します。

出身大学　島根大学
趣味　映画、料理

抱負
地元埼玉の地域医療に
貢献できるよう頑張り
ます。

出身大学　奈良県立医科大学
趣味　海外ドラマ鑑賞

抱負
医師として成長し続け
られるよう日々精進し
ていきたいと思います。

出身大学　群馬大学
趣味　バスケ
抱負
イレギュラーですが、研
修医２年目から編入させ
て頂きます。埼玉県北
部地域の出身であり、地
元の医療に貢献できるよ
う邁進して参ります。
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　この度、深谷経営者クラブから標記賞を頂きました。聞けば、深谷商工会において日本や世界に広く貢献した
システムや物を作った方に贈られる賞で、該当者がいなければ表彰はなく、今回も数年ぶりだそうです。
　授賞理由は「深谷市における救急医療の充実と第37回日本外傷学会学術集会の大会長の任に対する顕彰」とな
っており、顕彰の意味は「隠れていた善行や功績を広く知らせて表彰すること」で、大変有難く思います。しか
し、どちらの業も私一人でできたわけではなく、例えば当院においては救急科で一緒に働いてくれている医師を
はじめ、全診療科の医師や、看護師さんなどのパラメディック、事務の方等を含め全職員、さらには関係医療機
関のご理解・ご協力があってのものなので、当院全職員と地域医療機関を代表して頂いたものと解釈しています。
　当院は現在、埼玉県北だけでなく東松山・滑川・嵐山などの比企広域も含め埼玉県の半分近い面積から救急車
を受けている非常に重要な任にあります。今後とも救急医療に対するご理解・ご協力を宜しくお願い致します。

令和５年２月22日（水）、当院の金子直之副院長（兼、救命救急セ
ンター長）が、深谷経営者クラブから「深谷ナンバーワン賞」を贈
られました。この賞は、深谷市の産業経済、福祉教育、文化スポー
ツなど各分野において、地域の中で最も優れ、他の模範になる優秀
な方や団体を顕彰しているもの。今年度は「地域貢献とその功績」
が顕著であるとの理由で、金子副院長が選出されました。

　深谷赤十字病院では、2022年８月よりダヴィンチ手術が泌尿器科の前立腺全摘に導入され、症例数を積み上げ
てきました。この間、腹腔鏡による腎摘術や膀胱全摘術も同時に重ね、2023年３月には腎盂形成術や膀胱全摘術
の施設基準をクリアしました。そのため、2023年４月からはダヴィンチによる腎盂形成術や膀胱全摘術も開始し
ています。
　また、外科でも新田先生が2023年２月より幽門側胃切除術を開始し、ロボット手術の適応も拡大しています。
　ただ、マンパワーの関係上、周辺の医療機関からの要望に応えきれないことが多いため、引き続き人員確保に努
め、治療の質と量の改善に努めてまいります。今後ともご支援を賜りますようお願い申し上げます。

金子副院長が深谷ナンバーワン賞を受賞しました

ダヴィンチによる
腎盂形成術・膀胱全摘術が
スタートしました

泌尿器科部長　
千葉 量人

◀写真左から深谷経営者クラブ高丹会長、顕彰盾を手にする金子副院長、伊藤院長

－深谷ナンバーワン賞を受賞して－　　　金子 直之

ダヴィンチ手術
（前立腺全摘）の様子
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地域医療連携だより

深谷赤十字病院は地域との医療連携に努めています。
　当院は、初期診療や慢性の継続診療などは「かかりつ
け医」の先生に診ていただき、専門的な検査や診察、ま
た入院が必要な治療は病院が受け入れるという役割分担
を行っており、地域の皆様が継続して適切な医療が受け
られるような体制を維持しています。

　毎号、医療連携にご協力いただいている医療機関を順
次ご紹介しています。

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

いしばし脳神経内科クリニック

〒366-0810 深谷市宿根1430-2
048-598-7878
石橋　哲
脳神経内科、内科、リハビリテーション科
日曜、祝日、水曜
午前9時～12時30分
午後2時30分～6時　土曜は9時～14時

〒366-0026 深谷市稲荷町1-15-30
048-551-8880
荻野　睦
整形外科、リハビリテーション科
日曜、祝日、水曜、土曜午後
午前9時～12時　午後3時～6時

　2021年に地元、深谷市に開院致しました。数少ない脳神経内科専門クリニックとして、MRIを用
いて脳梗塞、認知症、頭痛などの神経疾患やパーキンソン病などの神経難病の診療を行わせて頂い
ています。深谷赤十字病院との医療連携を図るため、第1, 3週水曜日、深谷赤十字病院の内科外来
も担当しています。

院長先生からのメッセージ

荻野整形外科クリニック

　当院は2019年に開院し外傷、変性疾患を中心に診療しています。また、骨密度の測定も行い骨粗
鬆症の治療も行っています。骨折等がある場合は保存的に治療が可能か手術を要するかを適切に判
断し近隣の医療施設と連携し、より良い医療を提供できるように努めています。

院長先生からのメッセージ
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＜地域の皆様へのご案内＞
　　当院を受診の際は、紹介状をご持参ください。
　当院受診の際（初診時）は、他の医療機関からの紹
介状（診療情報提供書）をご持参いただくことをお勧
めします。
紹介状（診療情報提供書）をご持参いただいた場合

は、国が定める初診時選定療養費（医科7,700 円・歯
科5,500 円）のご負担がなくなります。

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

住 所
電 話
院 長
診 療 科
休 診 日
診 療 時 間

彩北病院

〒367-0061 本庄市小島5-6-1
0495-21-0111
尾身　悦子
精神科、内科、歯科
日曜、祝日、土曜午後
午前9時30分～12時30分
午後2時～4時

刈部歯科

〒360-0845 熊谷市美土里町2-195-2
048-533-1018
刈部　早枝子
歯科、小児歯科、口腔外科
日曜、祝日、木曜
午前9時～12時　午後3時～7時　　

　当院は一般精神科の他にBPSD（行動・心理症状）のため、対応が困難な認知症の治療を行って
います。介護老人保健施設～本庄ナーシングホームと介護医療院～本庄けやき苑を併設。
精神疾患、内科疾患の治療、さらに介護支援と在宅機能まで幅広く対応しています。

院長先生からのメッセージ

　当院は昭和10年に開業し、地域の皆様のお口の健康維持に従事してまいりました。痛みの少ない
治療や出来るだけ歯を削らない治療など、歯科が苦手な方や小さなお子様もご来院しやすい治療を
行わせて頂いております。

院長先生からのメッセージ
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基
本
方
針

皆さまへより良い情報提供ができる誌面づくりを目指しております。本誌に対するご意見・ご要望等ございまし
たら、深谷赤十字病院 広報・公聴委員会までお寄せください。【048-571-1511（代表）】

深谷赤十字病院の理念と基本方針 深谷赤十字病院臨床研修の理念と基本方針
理　 念 理　 念

基
本
方
針

人道・博愛の赤十字精神のもと、地域の皆様の健康を守
り、信頼される医療を提供します

医師としての人格を涵養し、将来専門とする分野にかかわらず、医学および医療の果たすべき
社会的役割を認識しつつ、一般的な診療において頻繁にかかわる負傷または疾病に適切に対応
できる診療能力を身につける。

１　医療人として生命倫理を最大限尊重します

２　医療の質の向上に努めます

３　患者中心の医療を行います

４　地域との医療連携に努めます

５　災害救護と国際活動に貢献します

６　健全経営による働き甲斐のある病院を目指します

１　基本的診療能力の習得
　　臨床医として将来専門とする分野に関わらず必要な基本的診療能力を習得する。
２　患者の立場に立った医療を実践
　　医師として患者から人間としても信頼される思いやりの心を持った謙虚な医療人となり、患
　　者の立場に立った医療を実践する。
３　チーム医療の実践
　　チーム医療の大切さを理解して病院内の他職種と連携を密にしてコミュニケーションを取り
　　ながら安全な医療を提供する。
４　地域医療に貢献
　　地域の中核病院としての役割を理解し、地域医療に関心を持ち、地域医療の現場を経験する。
５　赤十字病院の責務や理解
　　赤十字病院として公的病院の責務や災害時における医療救護活動を理解する。
６　生涯学習の継続
　　質の高い医療を提供できるよう、生涯を通じて教育・学習を続ける態度と習慣を実践し、医　
　　療技術の習得に努める。また、後輩を育成することによって自らが学ぶ姿勢を有する。

　令和４年10月１日から、国の制度見直しにより、紹介状を持たずに外来受診する患者等の「特別の料金」の額が引き
上がりました。

上記の改定に伴い、診療時間外（夜間や休日）の時間外選定療養費についても、令和４年10月１日から改定しました。

初診時選定療養費

5,500円（税込） 7,700円（税込）
3,300円（税込） 5,500円（税込）

再診時選定療養費

2,750円（税込） 3,300円（税込）
1,650円（税込） 2,090円（税込）

時間外選定療養費

5,500円（税込） 7,700円（税込）

２０２２年９月３０日まで ２０２２年１０月１日から

２０２２年９月３０日まで ２０２２年１０月１日から

○  状態が落ち着き、当院担当医が他の医療機関へ紹介を申し出た後も当院
での診療を希望し、受診される場合

○ 紹介状を持参せずに受診された場合 ※注　診療科ごとのご負担となります

○  緊急やむを得ない場合を除き、時間内に受診して下さい。時間外受診を
希望される患者様には「時間外選定療養費」をお支払いいただきます。

２０２２年１０月１日から２０２２年９月３０日まで

医療機関の機能・役割に応じた適切な受診を行うようお願いします。皆さまのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

医科

歯科

医科

歯科




